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教育実践総合センター研究紀要　編集規程

１．研究紀要の刊行

　 （1）�山口大学教育学部附属教育実践総合センター（以下「センター」と記す）は、研究紀要を原則として

年度につき２回刊行する。

　 （2）研究紀要の名称は「山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要」とする。

　 （3）�研究紀要は、教育実践に関する未公刊の論文で構成し、下半期の刊行においては当該年度の「セン

ター」の活動内容を報告する年報を加える。

２．編集委員会

　 （1）研究紀要の編集は、編集委員会を設置して行う。

　 （2）�編集委員会は、山口大学教育学部附属教育実践総合センター運営委員会規則第３条第１号、同第２号、

同第３号の委員をもって構成し、センター長を委員長とする。

　 （3）編集委員会は、原稿の募集、掲載論文の採択、研究紀要の構成、研究紀要の体裁等に係る判断を行う。

　 （4）�編集委員会は、掲載論文の採択に係る審査を行うにあたり、投稿者に対し、投稿原稿の一部修正を求

めることができる。

３．投稿資格

　 （1）�研究紀要に投稿することができる者は、下記の各項の該当者とする。ただし、第３項および第４項の

場合については、第１項または第２項の者を共著者とすることを条件とする。

　　　　①山口大学教育学部および附属学校園の教員

　　　　②センターの客員教授、客員准教授、研究員

　　　　③山口大学大学院教育学研究科の大学院生

　　　　④編集委員会が特に認めた者

　 （2）研究紀要１号あたりの投稿数は、筆頭者としては１名２論文までとする。

４．経費負担

　 （1）�研究紀要の発行に係る経費は、センターの運営費をもって充てる。ただし、執筆要項に示すページ数

を越える場合、図版、写真等の掲載で別に経費を要する場合は、執筆者の実費負担とする。

　 （2）別刷は、執筆者の実費負担とする。

５．著作権

　 （1）�研究紀要に掲載された論文の複製権、公衆送信権は、山口大学教育学部に帰属する。ただし執筆者

（共著の場合は筆頭者）の申し出により、公衆送信権を行使しないことができる。

　 （2）前号の規定は、執筆者自身による複製、公衆送信等を妨げない。

　 （3）�論文執筆における他の著作物との関係への対処は、執筆者が責任を負う。執筆者は著作権その他倫理

規範に反する問題が生じないよう十分に配慮しなければならない。

６．その他

　 （1）各論文の投稿原稿は、別に定める執筆要項にしたがって作成するものとする。

　 （2）執筆者による校正は、初稿までとする。

　 （3）研究紀要の刊行に関する事務は、教育学部事務部において処理する。
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教育実践総合センター研究紀要　執筆要項

１．�原稿は、原則として文書作成PCソフトで作成し、印字した原稿に文書ファイルを保存した記録メディア

（CD等）を付けて提出する。

２．�原稿の基本書式は、Ａ４サイズで横書き、用紙余白は上下左右すべて20mm、ＭＳ明朝体10ポイントで

横48字×縦48行とする。

３．原稿の枚数は、本文、標題、要旨、図版、注等すべてを含め、原則10ページまでとする。

４．�原稿の記載順序は、最初のページに、題目、執筆者名、英文題目、英文執筆者名、キーワード（５つ以

内）を記載し、次に本文、その後に注・参考文献とする。ABSTRACTを記述する場合は、原稿の最末尾と

する。

５．本文の見出しは、以下の階層で表すものとする。

　　　階層１　１．　２．　３． （11ポイント　ＭＳゴシック体　上下の行をそれぞれ１行あけ）

　　　階層２　１－１　１－２　１－３　 （10ポイント　ＭＳゴシック体　上の行のみ１行あけ）

　　　階層３　１－１－１　１－１－２　 （10ポイント　ＭＳゴシック体）

６．�注・参考文献は本文の最後に一括して記載する。その記述様式は各論文の関連する専門分野の様式に従

うものとし、著者名、文献タイトル、発行所、発行年を必ず含むものとする。

７．�図・表・写真等は本文の内容と関連したページに掲載し、通し番号と表題を示す。提出にあたってはそ

のまま製版できるように作成するものとする。

８．�他の著作物の図表や文章等から、引用の範囲を超える転載を行う場合は、著者自身の責任で書面による

転載許諾を得るものとする。

９．�人物の顔で個人が特定可能な写真を掲載する場合は、著者自身の責任で書面により関係者の掲載許諾を

得るものとする。

10．その他

　　（1）各号の原稿募集、原稿締切は、編集委員会の決定するところによる。

　　（2）原稿を英文で作成する場合も、この要項を準用することを基本とする。
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附属教育実践総合センター

研究紀要編集委員会

　　委員長　　　静屋　智（センター長）

　　委　員　　　鷹岡　亮　霜川正幸　大丸奈緒美　田中亜矢巳

　　事務員　　　久保田尚子

著作権について

１．本紀要の著作権は電子化を含めて、山口大学教育学部が担当する。

２．各論文の利用は非営利目的に限る。利用にあたっては以下の点を守らねばならない。

　　　Ⅰ　引用する場合には著作者及び出典を明示すること。

　　　Ⅱ　著作権所有者（著作者）の許可なく標題及び内容を改変しないこと。

　　　Ⅲ　その他著作権法の規定を遵守すること。
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